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彙　　　 報

＊ 會第三回大會　前號で豫告した匳!1本會第三回大曾を五月十一日午後-ｆ時季よｊ

より東京帝図大學法文經第二號館第三十六番数室に於て開偃した。営日は新村・小會

正副官長共に病鈿､缺席のため、橋本評識員が代つて開會の辭を逑べ、辻評議員の曾務

及ぴ會計報告の後、引績き・

泉井久之助氏　内南洋の言語につＶヽて

松本 信 廣氏 。南方産勁植物の本邦名を通じて見たる古代文化の系統

福井 久 蔵 氏 鷹詞につ･/ヽて

の有益かつ興味深い御諧演があつた。會衆は約百二十名。営夜は例年の通り山上會議

所に晩餐會を開き、二十三名の會員が集り、種々歓談の後九時頃散會した。

~ ●∽ ●= ●ﾐ ●ﾐ ●一

前號所載の會員名簿には誤植があり、他にその後會員の移動轉居などがあつたので、

ここに訂正及び追加致します。
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本 會 々員 徳 永 康 元 ・ 前 田茵 匈兩 君 は 言 瓢學 研 究 の た め 何 れ も戰 亂 の ヨ ーロ 。パに 滯

在 。 勉撃|こ没 頭 し て ゐ ら れ る が、 過 日小 倉 副 會 長 宛 次 の や う な通 信 が あっ た 。

一 一一 ●- ●一 一 ●一

御 無 沙 汰い たし まし た が お疂 り は ござv ヽませ ん か 。

逾 中 恙 な く二 月 七 日lこブ ダ ペ ス ト に到 着 い たし まし た 。 早 逹 お 知 ら せｖ･ヽた す積 りで

居 り まし た が種 々 の雜 亊 に取 まぎれ 大 腿 迴 く なっ て し ま ひ まし た 。（ 中略 ）

… …最 近 まで 宿 所 が 定 ま り ませ んで し たた め 、 落 着 か ぬ 日 を 邊 っ て居 り まし た 。 ド

イ ツ の交 換 撃 生 も同 匕岑情 だ ら う と思 ひ ま すが 、 ハ ン ガ リイ‘の 屆 内 も戰 時 に なっ て か

ら は中 立 國 とはｖヽ ふ も の の大 分 色々 の胃iで 生活 が不 自由 に な り物 價 が上 っ て居 り ます’

上、 私 は最 初 の 交換 畢 生で 参 り まし た の で （ まだ こ ち ら か ら 行 く人 は定 っ て居 り ませ

ん）待 遇 の問 題 が全 然定 っ て居 ら ず､ その 交 渉 で大 分 困 難 ｖヽ たし ました 。 や っ と十 日 程

以前 か ら 泯6tｖ6s-Ｋｏｌｌｅｇｉｕｍ（ エ ド ヴ シ、･コ レ ギ ウ ム）とい ふ 大 畢 の 寄宿 舎 のや う な所

に入 れ て貰 ふ こ とが 出来 、 宿 泊 費 と食夲 を文 部 省 で支 出 し て寅 ふ こ と に な り まし た 。

小 逶 は日 本 か ら 邊 っ て もら ふ国 際 撃 友 會 の補 助淌 で 飭っ て 行 か ね ば な り ませ ん ので 、

こ ち らで し か 手 に入 ら なｖ･ヽ古ｖヽ 辭 書 類 な ど は中 々屓 へ ませ ん が、 日本 か ら持 っ て来 て

ゐ る書 籍 と交 換 し て も ら ふっ も りで 居 り ます 。 又 こ ち ら で は ア カ デ ミ
４か ら
ｙ，ｖヽ 本 が

深 山出 版 され て 居 り ま す が、 こ の 方 は大 畢 に籍 を置ｖヽ て居 ま すと牛 額 で入手 出 来 ます
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の で 便 利 で す 。

大 畢 の方 は文 部 省 と交 渉 い た し まし て、 今週 か ら聴 講 す る こ と に なり 日本 語 の講 師

も同 時 に今 週 から 始 めて 居 り ま す。 畢 生 は 八 九人 聞 きに 参 り ま すが こ れ は 今 迄 プ レ ー

レ 教 授CPr6hle ← 曾 て 日本 に來 ら れ た こ と が あ り、 先 生 も御゙ 存 知 と思 ひ ますー が

敢 へ て 居 ら れ た ので 、 今 後 は プ レ ーレ 教 授 と牛 々 に教 へ る こと に なり まし た 。 當 分 一

遡 一 回 で す が大 多 数 はや っ と 片 仮 名 が讀 め る程 度 な ので 、 小 畢 校 の読 本 か ら始 め て見

まし た 。到 着 早 々で 未 だ話 に馴 れ ませ ん の で詭 明 す る の に骨 が折 れ ま す。

昨 日 は大 畢 の言 語 畢 の 諸 致 授 に 挨 拶 を し てお 話 を伺 っ て参 り まし た 。 ノヽ ン ガ リ イ語

學 は ポ イシ ュ（Ｐａｉs）教 授 とｖヽ ふ方 で 「 ハ ン ガ リイ 語 畢 序 論」 と い ふ 講 義 を聞 くっ も り

で 居 り ます 。 フィン ・ ウ ゴ ーJレ語 畢 は ジ ロ イ（Ｚsiｒai）教 授 で、 こ の方 は「 フィン ・ ウゴ

ール 學 概 論」 の大 著 を最 近 著 され て 居 り ます が、 「 オビ ・ ウゴ ール瑟 」「 フィン ランド

語 」 の講 義 を 聞 か せ て頂 くこ と に な! ）まし た 。 有 名 な トル コ語 學 者 の ネ ーメ ト(Ne-

‘meth ）教 授 に もお 目 にか か り まし た が 、未 だ案 外 に若 ｖヽ 方 な ので 驚 き まし た。 シ ン ニ

ェ イ 老 救授 は 既 に大 畢 を 迥か れ そ の後 を 前 記 ジ ロ イ 氏 が 引饂 が れて 居 る譯 で す 。 恟 こ

れ に就 き まし て、 こ ちら の文 部省 で は 、 東 京 の 大 畢 の 卒業 疏 明書 が あ れぱ 正 撃 生 に す

ると 申 し ます ので 、 それ まで は侵 に公 使 館 の 疏 明 書 を 貰 っ て 匱 き まし たが 、 な る ぺ く

早 く卒 業 詮 明 書 が 得 たい と思 っ て居 り ま す。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’

楔 、 私 と 入 れ ち が ひ に當 大 畢 の助 教 授 リゲ ティ(Ligeti) 氏 が東 京 に出 登 され まし た

ので 、先 生 に 御紹 介 す る手 紙 を渡 して 置 き まし た 故 、 お 會 に なり ま し たら よろ し くお

頭 ひV たヽ し ます。 同 氏 は蒙 古 語畢 専 攻 で、 蒙 古 と ア フガ エ ス タン に数 年 間 研 究 旅 行 を

され たさ う で 、蒙 古 旅 行 の 報 告（ 俳 文 ）と 「 ア フ ガ ン の地 に て」他 二 三 種 のノヽ ン ガ リイ

文 の 報 告 を 書ｖヽ て居 ら れ ま す 。 今 度 の旅 行 は三 井 の資 金 で 行 か れ る らし く、 短 朗 間 の

旅 行 に 過 ぎ なｖヽ や うで すが 、 朝 鮮 蒙 古 に も行 か れ る希 望 が あ る と の こ とで し た。

只 今 私 の居 り ま す所 は畢 生 の 寄 宿 舎 な ので若 ｖ・ヽ畢生 と 四人 同 室 に入 れら れ 、 食 事 も

よ くあ り ま せ ん ので 少 々閉 口し て居 り ま すが 、 こ ちら の事 情 に馴 れ る勁 で は俥 官 もあ

り ます; 殊 にこ･・の 図 書室 に は フィン・ウ ゴ ール 關 係 の回 書 が 殆 ん ど･完 備 し て居 り ます

ので 、 非常 に便 利 で峇 ん で を り ま す。 今 迄雑 事 に逐 はれ 怠 け て居 た せｖヽ で 、 こ ち ら に

來 て み ます と もう一 度 は じ め か ら や り直 す位 の気 持 に なら､なけ れ ばｖヽ け なｖ･ヽと感 じ ま

し た。 こゝ の 大畢 は他 の 部門 は知 り ませ ん が 、 少 く と もフ ィン・ウゴ ール閭 係 で は 他 に

類 の なｙヽ 研 究 者 と 回 書 を 揃 へ て居 り ま す ので 、や は り來 て よか っ たと思 っ て居 り ます 。

當 分 は教 室 に出 て も先 生 の 話 の意 味 を とる こ と が や っ と だ ら うと思 ひ ま すが 、 なる べ

く 出 て み るっ もり で 居 り ま す。 こ の一 ヶ 月 で大 分 刄|】れ まし た ので 日 常 の 用 は足 せる や

う に な り まし た 。 到 麓 早 々 で 未 だ到底 まと まっ た御 報 告 は で き ませ ん が馴 れ まし た上

で又 色 々お 知 らせ い た す 積 り で居 り ま す 。 先 生 か ら も お暇 の時 にお 便 り が･/ヽ たゝr･きた
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いとま思ひす。今後もどうぞよろしく。　　 ・

昭和十五年三月八日

小倉先生　　　　　　　　　　Legation d
ｕ Japon.

Kele °hegyi-ut 42a,。

Budapest,  Hongrie

徳永康元

拜啓 長 ら く御 無 沙 汰 い た し ま し て申 譯 な く存 じ ます 。

祿 国 の非 常 時 が 次 第 に深 刻 化 して 行 く箏 を 聞 き ます につ け、 一 日 も早 く東洋 乎和 の

來 らん事 を 願 つ て や み ま せ ん。

ハ イ デ ル ベ ル ク の第 二 學 期（昨 年 四 月一 七 月 ） はDibelius ; Synoptische E ｖａｎｇｅ-

lien ； Ｅｒk!arung schwerverstandlichen　Bibelstellen ;　Seminar （ 上 ・下 兩 ク ラ ス）

H61s ｃｈｅｒ: Einleitung ｉｎ das alte Ｔｅstａｍｅｎt; Ｅｒkl§njng der Psalmen; Semina ｒ;

Ｈｏｍｍｅｌ: Ｅｒkliｒｕりｇ ｖon Sophoklis Aias ; Haas : Homer （Odyssee ）; Ｍｏsella des ’

Ａｕsｏｎｉｕs（ ラテ ン ）を 茴 き、特 にDibelios 政 授 の下 でEpiktet ｕ. Paulus とｖヽ ふ小 さ

ｙ’論 文 を ま と めて み まし た 。 ギ リ シ ア裲 の テ ク ス トを澤 山譯 させ ら れ まし た が、 直 接

に研究 法 を學 ぴ得 た 亊 を 喜 ん で 居 り ま す。 平 和 で し た の で 、 氣 侯 もよ く、冬 のや う に

病 気 もせ ず に、 有 意 義 な一 畢 期 で 御 座 い ま し た。

夏 休 み に は巴 里 で 本 を集 め、 フ ラ ン ス酉 北部 の 美 しV 方ヽ 言 を 勉強 旁 々太 西 洋 の 方 を

旅 行ｖ・た し まし た。 八 月末 には 前 か ら ベ ル リ ン や ライ プ チ ヒ4 本 を集 め る つ もりで居

り まし た が、 急|こ情 勢 が悪 化 し ま し た ので 、 八 月 廿六 日 ベル ９ン ヘ行 き まし た。 汽 車

は超 滿員 で避 難 民 の悲 惨 な姿 を見 せつ け ら れ ま し た 。 九 月一 日 には ポ ー ラン ド 開 敬 と

な り、 燈 火 管 制 が布 か れ ま し た ので 中立 願 のデ ン マ ー クへ 行 き、若 し ド イツ が 駄目 な

ら ば コーｔン ノヽ － ゲ ン で勉 強 し よ う と思 つ て し ぱ ら く情 勢 を見 て居 り まし た 。 し か し九

月 中旬 ベル リン ・ ウィー ン ・ ミュンヘ ン ・ イ ェ ーナ ・ ラ イ プ チl= の五 大 學 だ け開 か れ ま

し た ので 再 ぴ ド イ ツ へ歸 り、 べjレリ ンで 閼 根 正 雄 君 と 一 緒 に勉強 ｖヽ た し まし た 。開 根

君 は八 月 の ごた ごた の時 に不 和 な 叭 ン ヘ ン に 居 ら れ た ので 西 部図 境 の私 狠 情 勢 を悲

観 さ れ なか つ た の だ さ うで す 。 べJレリン で は ＬｉｅtｚｍａｎｎﾓKilrche 咤 ｅscbichtｅ ; Se°!1‘゙

Ｑａｒ ； Synoptische Evangelien ； Schwyzer : Historisch-vergleichende Syntax des

Gricchischen ; Peek : Ｐａｐｙｒi deｒ Ｐt０１ｅｍｉｉｅｒｚeit そ の 他 二 つ の新 膵 碧 書 の胼 胝 を聞 き 、

Ijetzmann, Sch ｗyｚeｒ爾 数 授 か ら色 々 ヒン トを與 へ ら れ ま し た。 戦 時 で學 捐 は短 く な

り、 一 年 三 撃 朔 制 と な り まし て 、 今 年一 月 か ら新 學 涓 と な り まし た 。 Ｌｉｅtｚｍａｎｎ の

外 にHost : das alte Ｔｅstａｍｅｎt in der Kixche, Biblische Urgeschichte, Gescliichte

Israels; Ｓｅｍｉｎａｌ･; Ｊｅｎsi･ｎ: Die g ｒiechische Prosaliteratur im heUemstischen Zeital-
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lｅｒ とい ふ講 義|こ出 、 叉Sch ｗyｚｅr 教 授 のSprachgeschichtliches Kollegiurn で 文 典

とｖヽ ふ も の|こ對 す る立 場 、 ギ ９シ ア 語 の文 典 の 扱 ひ方 の 實際 指 Ｓ を受 け まし た 。 石 炭

不足 や零 下 廿 五 度 の雹 さ で風 邪 を 引 き ま し たが 、 と に角 べjレリン で も勉強 が 出 き まし

た。 先 生 の よか っ た事 、 親 切 だっ た 事 、 研究 室 の完 備 し て ゐ た事 は 大 牧 穫 で し た 。･ こ

４･りン で は 生 活 が忙 し くて 落 着 か ず 、 皆 樣 に 御 無沙 汰!｡ て し ま ひ まし た 。

四 月 から は當 地 に 移 り、B111tχｎａｎｎ : Einleitung ｉｎ das ｎｅｕｅ Testament. Seminar

(Ａ. ｕ.Ｂ.)、Ｈａｎs ｖｏｎ Soden : Synoptische Ｅｖａｎｇｅｌｉｅｎ ； Dogmengeschichte ； Text-

kritik ； Balla : Seminal･ (heb ｒ.).Ｈｅｒtｚberg : Alttestamentliche Bibelkuade: Lieberk-

necfat : Wiederholungskurs der hebraischen. Ｇｒａｍｍａtik ； Kruger : P11110sophie der

Geschichte; Ｍ 面ｅｒこLekttire von Aristophanes Frosche に出 て 居 り ます.  Bult-

ｍａｎｎ 散授 に は･･ヽ イ デル ベ ル タ の　Dibelius ｡ 激 授 か ら紹 介 され まし たの で 個人 的 に 親

し く指 導 を受 け て居 り ます 。( ベ ル リン で も Ｌｉｅtｚｍａｎｎ 教 授 にDibeli ｕs 教 授 か ら紹

介 さ れ ま し て研 究 室 で便 宜 を受 け ま し た｡) … …( 中 略)

情 勢 次 第 で はイ タ ９－ ・ ギ リ シ アで 勉 弧ｙヽ たし 、特 に ギ リ シ ア で Ｎｅｕgｒiechisch を

寶 際 に學 ぴ た く思 っ て居 り ます 。 し か し 戰 爭 が 次 第 に地 中 海 方面 に も延 び るで御 座 ｙヽ

ませ うし 、 今 の所 は何 時 行 くか はは づ き り決 め て は居 り ませ ん 。 … …( 中 略) ……

･･一一 色 々 と まと ま ら ぬ こ と を並 べ ま し た 。 乱 筆 お 許 し下 さｖ・。

時 候 の儕 り目 に お 體 お大 事 に。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 草Ｊ・

昭和十五年五月下旬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７.一席､プルク佃こ「

小 倉 先 生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 前 田 護郎

Goto Ｍａyｅｄａ

ＭａrbｕrgyＬａｈｎ

Friedrichstr. 9pt ，
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